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２月７日〜３月３日

「
気
候
変
動
適
応
法
及
び
独
立
行
政
環
境
再
生

保
全
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に 

対
す
る
意
見
」を
環
境
省
に
提
出

　

環
境
省
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
２
６
３
条
の
３
第

５
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
気
候
変
動
適
応
法
及
び
独

立
行
政
環
境
再
生
保
全
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
に
つ
い
て
情
報
提
供
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

２
月
13
日
、
標
記
意
見
を
同
省
へ
提
出
し
た
。

　

意
見
で
は
、
地
域
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
に
つ

い
て
、
都
市
自
治
体
の
意
見
等
を
十
分
に
踏
ま
え
、

①
関
係
主
体
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
尊
重
し
、
相
互
連

携
に
よ
る
取
組
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、

②
都
市
自
治
体
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
自
主
的
・

主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
す
る

こ
と
を
要
請
し
た
。

［
経
済
部
］

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
す
る
抗
議
声
明
を

本
会
は
じ
め
地
方
六
団
体
会
長
が
発
表

　

２
月
18
日
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対

し
、
立
谷
会
長
、
全
国
知
事
会
の
平
井
会
長
、
全
国

都
道
府
県
議
会
議
長
会
の
柴
田
会
長
、
全
国
市
議
会

議
長
会
の
清
水
会
長
、
全
国
町
村
会
の
荒
木
会
長
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
南
雲
会
長
が
連
名
で
抗
議

声
明
を
発
表
し
た
。

　

抗
議
声
明
で
は
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
我
が
国
の
地

方
自
治
体
を
代
表
し
て
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
に

対
し
て
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
日
本
及
び
周

辺
国
の
安
全
を
大
き
く
損
な
い
地
域
の
平
和
・
安
全

を
脅
か
す
挑
発
行
為
の
即
刻
中
止
と
、
拉
致
被
害
者

の
即
時
帰
国
を
強
く
要
請
し
て
い
る
。

［
行
政
部
］

「
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
案
に
対
す
る
意
見
」

を
内
閣
官
房
に
提
出

　

２
月
22
日
、「
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
案
に
対

す
る
意
見
」
を
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
対
策
特

別
委
員
会
が
内
閣
官
房
に
提
出
し
た
。

　

同
意
見
で
は
、
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
案
に
つ

い
て
、
①
法
案
に
示
さ
れ
た
孤
独
・
孤
立
対
策
地
域

協
議
会
に
つ
い
て
は
、
類
似
の
制
度
に
お
け
る
既
存

の
仕
組
み
の
活
用
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
設

置
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
そ
の
役
割

に
つ
い
て
も
、
個
別
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
情
報
を
共

有
し
て
支
援
内
容
を
協
議
し
て
い
く
場
を
前
提
に
す

る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
運

用
す
る
こ
と
、
②
都
市
自
治
体
の
孤
独
・
孤
立
対
策

に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
十
分
な
財
政
措
置
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
関
係
府
省
庁
に
対
す
る
事
務
の
効

率
化
や
簡
素
化
等
に
努
め
る
こ
と
等
を
求
め
た
。

［
行
政
部
］

全国市長会の 動き
詳細につきましては、全国市長会ホームページ
（https://www.mayors.or.jp/）
をご参照ください。
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「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る 

法
律
案
に
対
す
る
意
見
」を
デ
ジ
タ
ル
庁
に 

提
出

　

２
月
22
日
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
意
見
」
を
デ
ジ
タ
ル
庁
に

提
出
し
た
。

　

同
意
見
で
は
、
①
事
務
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

都
市
自
治
体
に
過
度
な
負
担
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
、
特
に
、
戸
籍
等
の
記
載
事
項
へ

の「
氏
名
の
振
り
仮
名
」の
追
加
な
ど
都
市
自
治
体
に

対
し
新
た
な
事
務
が
発
生
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
具
体
的
な
作
業
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

が
不
明
確
な
点
が
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
早
期

に
示
す
と
と
も
に
、
都
市
自
治
体
の
意
見
を
十
分
に

聴
き
、
適
切
に
反
映
す
る
こ
と
、
②
法
律
案
の
主
旨

や
内
容
等
に
つ
い
て
、
国
の
責
任
に
お
い
て
、
国
民

に
対
す
る
十
分
な
周
知
を
図
る
こ
と
、
③
事
前
の
準

備
経
費
も
含
め
た
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
、
す
べ
て

国
が
負
担
す
る
な
ど
十
分
な
支
援
を
行
う
こ
と
等
を

求
め
た
。

［
行
政
部
］

第
十
三
次
地
方
分
権
一
括
法
案
の 

閣
議
決
定
を
受
け
、
地
方
三
団
体
会
長
が 

共
同
声
明
を
発
表

　

３
月
３
日
、「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
（
第
十
三
次
地
方
分
権
一

括
法
案
）」が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
会

を
は
じ
め
、
全
国
知
事
会
、
全
国
町
村
会
の
会
長
が

連
名
に
よ
り
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

　

声
明
で
は
、
同
法
律
案
は
、
地
方
公
共
団
体
が
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
取
組
を
進
め
、
住
民
の
利
便
性

向
上
や
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
地
方
か

ら
の
提
案
に
基
づ
き
、
公
立
大
学
法
人
に
お
け
る
年

度
計
画
及
び
年
度
評
価
の
廃
止
な
ど
計
画
策
定
に
係

る
地
方
の
負
担
軽
減
や
、
戸
籍
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム

の
利
用
事
務
の
拡
大
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
等
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
計

画
策
定
事
務
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
重
点
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
扱
い
、
過
去
最
多
の
対
応
件
数
と
な
る

と
と
も
に
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
イ
ド
作
成
な
ど

継
続
的
な
見
直
し
に
向
け
た
環
境
整
備
が
着
実
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、

今
後
、
国
会
に
お
い
て
早
期
成
立
を
図
る
よ
う
強
く

要
請
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
法
律
成
立
後
は
、
必

要
な
政
省
令
の
整
備
を
速
や
か
に
行
う
と
と
も
に
、

所
要
の
財
源
措
置
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
提
示
、
研
修

の
実
施
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
地
方

の
意
見
を
十
分
に
反
映
し
て
、
地
方
の
負
担
軽
減
に

資
す
る
具
体
的
な
検
討
と
調
整
を
早
期
に
進
め
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。

［
行
政
部
］
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